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○
長
や
　
玉
や
の
玉
の
ブ
つ
か
る
音
。
小
さ
い
家
か
ら
一
日
じ
ゅ
う
ラ
ジ
オ

か
、
や
す
チ
ク
音
キ
が
き
こ
え
る
。
窓
か
ら
と
び
込
ん
で
来
る
猫
。
葬
儀
や

の
二
階
の
講
。
台
所
に
タ
ラ
イ
に
ビ
ー
ル
を
つ
け
て
あ
る
。
ベ
コ
ベ
コ
ジ
ャ

ミ
セ
ン

○
物
干
し
に
出
て
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
を
踊
る
の
を
こ
っ
ち
か
ら
見
て
（
室

内
の
連
中
が
）
居
る
。

「
乃
木
節
じ
ゃ
私
ァ
霞
町
一
番
だ
っ
た
ん
だ
」
か
ら
下
手
。
「
踊
じ
ゃ
私
が

や
っ
ぱ
り
師
匠
か
な
」
夜
、
お
か
み
さ
ん
が
「
お
膳
は
あ
し
た
す
っ
か
り
ふ

い
て
お
か
え
し
し
ま
す
よ
、
ね
エ
」
云
々
。
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東
洋
紡
、
伏
見
宮
姫
の
見
学
。
一
円
八
十
銭
の
作
業
服
自
弁
、
時
間
外
に
掃

除
。
キ
レ
イ
に
す
る
コ
ト
。
寄
宿
舎
の
南
京
虫
を
タ
イ
ジ
し
ろ
！

○
鬼
足
袋
工
業
株
式
会
社
、
資
本
百
万
円
、
寺
田
淳
平
。

二
百
六
十
四
名
、
主
に
少
女
工
（
十
五
歳
未
満
）
剣
劇
フ
ァ
ン

○
職
工
と
女
工
と
別
の
出
入
口
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

○
壁
の
わ
き
の
ゴ
ミ
箱
。
○
脱
衣
室
の
わ
き
の
三
尺
の
大
窓
。

○
あ
き
地
で
塀
な
し
。
わ
き
か
ら
通
っ
て
、
と
な
り
の
工
場
へ
行
け
る
？

○
三
井
品
川
工
場
　
塩
原
文
作
。
資
本
ケ
イ
統
住
友
　
第
一

職
工
　
社
員
　
一
五
〇
人
位
　
月
給
　
工
場
員
、
工
手
、
雑
工
合
計800

4工場労働者の生活について



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
給
　
　
〃
　
　
〃
　
　
女
工600

人

社
員
の
中
月
給
百﹅
円﹅
以﹅
上﹅
約﹅
五﹅
十﹅
名﹅

品
川
工
場
　
主
と
し
て
化
学
薬
を
製
造

向
島
　
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
（
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド
）
タ
カ
ジ
ヤ
ス
タ
ー
ゼ

　
　
　
オ
ー
ト
バ
イ
（
赤
坂
溜
池
で
発
売
の
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
）

亀
戸
　
石
ケ
ン

大
阪
　
原
料
、
精
製
、
両
方

大
連
　
ア
マ
ニ
油
、
酵
母

未
組
織
。
減
俸
等
し
て
も
さ
わ
が
れ
る
の
で

一
、
原
料
購
入
　
　
重
役
直
接
の
仕
事
、
多
大
の
利
益
が
あ
る
由
。
職
工
は

噂
し
て
い
る
。
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一
、
消
耗
品
購
入
、
石
炭
な
ど
高
い
わ
る
い
も
の
だ
そ
う
だ
。

一
、
勤
務
時
間
延
長
　
　
守
衛
の
。

　
　
守
衛
各
門
に
一
名
。
六
七
名
（
全
部
で
一
五
、
六
人
）

　
　
交
代
、
正
午
、
七
時
　
　
七
時
　
十
二
時
間
立
つ
。

　
〔
欄
外
に
〕

　
　
十
銭
講
、

　
　
一
銭
　
玉
姫
　
七
百
名

　
　
救
援
会

　
　
　
　
東
京
府
統
計
書
　
昭
和
五
年
度

　
　
　
　
東
京
府
郡
部
に
お
け
る
集
団
的
不
良

　
　
　
　
住
宅
地
区
状
況
調
査
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東
京
市
不
良
住
宅
地
区
調
査

三
井
電
機
株
式
　
二
百
三
十
五
万
円

　
　
ラ
ジ
オ
セ
ッ
ト
　
ラ
ッ
パ
　
医
療
キ
カ
イ

　
　
職
場
名

　
　
捲
線
部
　
　
　
　
　
　
二
十
歳
以
下
の
も
の
が
多
い

　
　
ラ
ッ
パ
部
　
　
　
　
　
昇
給
最
高
　
男15

銭
　
最
低4

銭

　
　
試
験
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女10

銭

　
　
発
送
部
　
　
　
　
　
　
賞
与
盆
暮
に
二
日
分

　
　
キ
カ
イ
部

　
　
セ
ッ
ト
部
　
　
　
　
　
ラ
ッ
パ
／
捲
線
　
　
の
自
主
的
旅
行
会
「
テ
ク
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ロ
ー
会
」

　
　
塗
工
部

　
　
修
理
部
　
　
　
　
　
　
御
用
ス
ポ
ー
ツ
　
各
職
場6

チ
ー
ム
あ
り

　
　
材
料
部

　
　
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ッ
パ
か
ら
同
人
雑
誌

東
、
中
、
電
話
局
料
金
課
　
男
一
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
二
三
〇

　
（
一
）
　
徴
収
部
（
電
話
加
入
者
十
万
人
）

　
　
収
計
部

　
　
調
査
部
　
　
　
　
　
　
八
時
間
制
だ
が
肺
病
事
業
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庶
務
部

　
　
　
朝
　
四
月
十
月
　
　
八
時
　
四
時

　
　
　
　
　
十
一
月
三
月
　
九
時

　
　
　
　
　
残
業
　
三
十
分
、
一
時
間
、
二
時
間

　
　
　
　
　
夏
七
月
二
十
日
　
八
月
三
十
一
日
ま
で
十
二
時
で
終
る
が
残
業

　
　
　
給
、
日
給
最
高
　
　
最
低

　
　
　
　
　
男
一
、
五
〇
　
九
〇
銭

　
　
　
　
　
女
一
、
三
〇
　
七
〇
銭

　
　
　
　
　
三
年
以
上
、
年
功
一
円
以
上
つ
く

　
　
　
　
平
均
一
ヵ
月
収
入

　
　
　
　
　
最
高
　
　
　
　
　
最
低
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男
四
五
、
〇
〇
　
男
二
七
、
〇
〇

　
　
　
　
　
　
三
九
、
〇
〇
　
　
二
一
、
〇
〇

　
　
　
　
　
五
銭
四
銭
・
昇
級

　
〔
欄
外
に
〕

　
　
男
、
女
と
も
形
式
試
ケ
ン
で
知
人
カ
ン
ケ
イ
を
と
る

　
　
全
国
　
／
早
出

　
　
無
手
当
＼
残
業

　
　
「
同
好
」
同
好
会
キ
カ
ン
誌

農
家
の
娘
　
自
作
　
小
学
校
を
出
て
、
す
ぐ
稼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

　
が
、
そ
れ
で
は
も﹅
の﹅
に
な
ら
ぬ
と
、
む
り
し
て
女
学
校
を
出
て
、
上
京
、
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苦
学
し
て
専
門
学
校
に
入
学
、
苦
学
を
ゆ
る
さ
ぬ
、
体
面
上
（
学
校
の
）

　
女
だ
か
ら
　
　
。
体
の
無
理
が
き
い
て
来
た
の
と
、
階
級
的
に
も
の
を
考

　
え
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
こ
と
か
ら
。

理
由
。
　
自
分
が
女
学
校
へ
ゆ
き
、
専
門
学
校
に
入
っ
た
た
め
に
一
家
離
散

　
し
、
そ
の
日
そ
の
日
を
稼
い
で
食
っ
て
い
る
。
上
京
の
と
き
県
の
学
資
金

　
を
ホ
助
し
て
貰
お
う
と
し
た
ら
女
だ
と
い
う
の
と
、
専
門
の
関
係
か
ら
金

　
が
入
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
拒
絶
さ
れ

　
学
校
の
寄
宿
舎
で
は
一
年
の
時
、
畳
を
友
達
が
一
寸
四
方
ヤ
イ
タ
と
い
う

　
の
で
舎
監
が
一
部
屋
八
畳
の
タ
タ
ミ
代
二
十
四
円
の
バ
ッ
金
を
か﹅
せ﹅
た
。

　
そ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
す
と
ら
い
き
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
。
私
は
最
も

　
重
い
刑
、
三
日
間
の
絶
食
と
一
週
間
の
キ
ン
シ
ン
を
く
う
。
一
ヵ
月
も
た
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た
な
い
う
ち
に
二
週
間
の
キ
ン
シ
ン
と
二
ヵ
月
の
外
出
キ
ン
シ
。
舎
カ
ン

　
の
目
を
と
お
さ
ず
に
展
ラ
ン
会
へ
出
品
し
た
事
。
学
校
当
局
は
何
も
知
ら

　
ぬ
自
分
を
赤
だ
と
云
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
は
じ
め
て
赤
い
本
を
よ
む
よ
う
に

　
な
っ
た
。
自
分
は
貧
乏
人
の
ク
セ
に
絵
な
ん
ぞ
書
い
て
る
の
は
モ
ッ
タ
イ

　
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
資
金
が
き
れ
退
学
。
学
内
に
組
織
は
な
か
っ
た
。

　
昭
和
六
年
九
月
（
退
学
後
）
芝
浦
の
×
×
印
刷
工
場
（
三
百
人
）
に
日
給

　
一
円
コ
ウ
セ
イ
ヤ
と
し
て
か
よ
う
。
当
工
場
に
ア
ナ
系
（
自
由
レ
ン
ゴ
ー
）

　
の
組
織
が
あ
っ
て
不
当
カ
イ
コ
に
対
し
て
専
務
を
テ
ロ
ッ
て
病
気
さ
せ
た
。

　
加
っ
て
、
二
三
ヵ
月
で
ク
ビ
。
失
業
（
十
一
月
ヤ
ッ
プ
加
盟
）

　
七
年
一
月
　
板
橋
　
Ｎ
食
糧
工
場
の
加
工
部
。
三
十
銭
。
中
で
休
ケ
イ
時

　
間
要
求
、
賃
銀
五
銭
ね
上
げ
　
三
四
回
つ
づ
け
て
全
員
を
最
低
四
十
五
銭
、
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最
高
七
十
銭
　
八
十
銭
に
上
げ
る
。

-------------------------------------------------------

　
工
場
の
一
部
に
寺
田
社
長
住
ん
で
い
る

　
鬼
タ
ビ
　
　
　
　
二
二
五
　
女
一
八
三

　
陸
軍
指
定
工
場
　
　
　
　
　
男
　
四
二

　
　
　
　
　
　
｛
裁
断

　1

．
足
袋
部
｛
場
内
（
コ
ー
ル
天
足
袋
）

　
　
　
　
　
　
｛
社
交
（
白
タ
ビ
）

　2

．
洋
服
部
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　3
．
出
荷
発
送

　4
．
事
ム
所

-------------------------------------------------------

　
初
日
給
　
三
五
銭

　
出
来
高
故
　
夏8.90
　
　
　
平
均

　
　
　
　
　
　
　
│
　
　
│

　
　
　
　
　
　
冬15.

　25.

　
三
十
円
以
上
の
は
二
三
人

　
男
工
、
最
低
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
最
高
　
一
、
五
〇

　
臨
時
日
給
七
〇
　
一
、
〇
〇
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-------------------------------------------------------
　
夏
春
は
ス
ゴ
イ
操
短
、
冬
強
化
一
ヵ
月
五
千
足

-------------------------------------------------------

　
休
日
　
第
一
、
第
三
日
曜

　
正
月
　
三
日

　
盆
　
　
二
日
間

-------------------------------------------------------

　
休
ケ
イ
時
間

　
朝
　
　
一
〇
時
、
三
時
十
五
分
ず
つ

　
正
午
　
四
〇
分

-------------------------------------------------------
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食
堂
　
男
女
別

　
ジ
ム
員
の
は
　
別
製

　
湯
は
あ
る
が
チ
ャ
ワ
ン
な
し
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
事
ム
員
の
独
占
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ポ
ン
を

や
る
。

　
洗
面
所
一
ヵ
所
ギ
リ

　
昭
和
二
年 K

.P. 

と
評
議
会
で
大
ス
ト
を
や
っ
た
。

-------------------------------------------------------

　
新
聞
配
達

　
　
朝
夕
で
　
二
十
五
円
　
平
均

　
　
維
持
料
　
級
増
料
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拡
張
員

　
　
店
は
　
ま
か
な
い
　
十
円
　
十
五
円
で
も
う
け
る
。

　
　
　
×
×
製
作
所2596

人
職
工
だ
け
。
女
三
六
五
人

　
　
　
○
健
康
ホ
ケ
ン
費
　
七
五
、
一
二
八
・
四
円
。
一
ヵ
年
間
に
こ
の
七

　
　
　
　
万
五
千
余
円
が
ホ
ケ
ン
組
合
に
入
る
。
一
人
当
り
一
ヵ
年
二
八
円

　
　
　
　
九
四
銭

　
　
　
　
第
十
二
工
場
　
製
カ
ン
、
鋳
物
、
ガ
ス
溶
接
屋
　
　
　
　
二
〇
九

　
　
　
　
名

　
　
　
　
第
八
工
場
　
　
変
圧
器
製
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
〇

　
　
　
　
名
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第
七
工
場
　
　
直
流
、
交
流
発
電
キ
　
電
キ
機
関
車
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
〇

　
　
　
　
第
五
工
場
　
　
小
型
モ
ー
タ
ー
　
セ
ン
風
機
　
家
庭
器
具
　
四
五

　
　
　
　
〇

　
　
　
　
第
十
一
工
場
　
製
図
、
営
繕

　
　
　
　
十
二
工
場
（
通
称
十
二
番
）
が
最
も
戦
闘
的
で
あ
っ
て
、
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
を
切
る
。
田
清
、
時
代
、
そ
し
き
が
こ
こ
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
。

　
　
　
　
八
番
　
　
東
京
工
場
か
ら
ま
わ
っ
た
連
中
で
ア
ナ
、
総
同
盟
に
属
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し
て
い
た
職
工
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
工
場
中
待
遇
は
最
悪
。
そ
れ
で
も
立
た
ず
。

　
　
　
　
七
番
　
　
十
五
年
二
十
年
の
勤
続
、
熟
練
工
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
キ
カ
イ
故
）
中
々
ま
と
め
難
い
。

　
　
　
○
五
工
　
　
は
家
庭
器
具
で
一
　
二
　
三
階
と
も
工
人
密
集
し
て
働

き
、
年
が
若
く
、
女
が
多
い
。
現
在1

割
「
×
×
モ
ー
タ
ー
」
（
単
独
の
五

工
従
業
員
組
合
　
　
五
工
分
区
）
三
百
名
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
十
銭
の
会
費
完

納
。
一
部
で
ヒ
行
器
の
エ
ン
ジ
ン
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

　
◎
各
工
場
の
建
物
分
離
。
は
じ
か
ら
は
じ
ま
で
三
十
分
も
か
か
る
。
工
場

19



の
ド
ア
を
し
め
き
る
と
、
各
工
場
分
り
出
来
る
。
ふ
だ
ん
、
他
職
場
へ
ゆ
く

こ
と
禁
止
。
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青
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文
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情
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底
本
：
「
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本
百
合
子
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第
十
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」
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日
本
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）
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発
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。

入
力
：
柴
田
卓
治
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磐
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彦
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作
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青
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ル
：
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